




　2016 年 8 月 3 日に、宮城県石巻市北上町橋浦にある有限会社熊谷産業において、会長の熊谷貞好氏からお


























































と旧北上川から分かれた追波川であった。明治 44 年から昭和 9年まで、追波川の開削工事がおこなわれて、
現在の北上川の流れとなった。旧北上川とは柳津で分岐している。














　葦を刈り取る作業は毎年 12 月から 3月までおこなわれる。機械化の前は葦切鎌で葦を刈っていた。刈った
葦の切り口が刺さらないよう、下駄をはいて作業をした。潮が大きく引く、夕方から夜にかけて作業をした。
川に氷が張っているような状態で、足が寒かったが、集落みんなで刈りに出たので、あっという間に刈ること
ができた。
　葦のひとしめは、今は小さいけれども、昔は 3尺の長さの藁縄だった。25 本の藁縄の束をふたつ持っていく。
世話係の人は、はじめのひと束がおわると「一服だよー」と知らせる。一服だということは、ただ、休むので
はない。この間に鎌を研ぐ。ふたたび作業をはじめて、世話係の人のもうひと束がなくなると「終わったかー」
と声をかける。作業をするほかの人は、藁縄が残っていても、それで作業を終えたので、葦の束の数があわな
いということがよくあった。刈った葦は立てて縛っておき、潮が満ちてきたときに船で運んだ。刈り取った葦
は 50 しめずつ重ねて、くじを引いて平等に分けた。
　3月に刈り取りを終え、4月に入ると 1ヶ月間は火入れをする。火を入れる作業は、15，6 人でおこなう。
火の入れ方はその日の条件にもよるが、風下から一度火を入れて消し、防火帯をつくる。その後、ふたたび風
上から火を入れる。
　火入れをしないと雑草が増えてしまう。また、火を入れると灰の影響で芽吹きが良くなる。山と同じで、人
の手を入れて残していくのである。
　4月に火入れをした後は、葦原とかかわる仕事はない。8月に穂が出ると、その年の葦のでき具合がわかる。
　北上川下流域の葦は、地震による地盤沈下で全然だめになってしまった。良い葦が育つまでにはまだまだ時
間がかかるだろう。
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